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誰もが安心して、

自分らしく暮らせる

社会を目指して
■問合せ＝障がい福祉課 ☎（２０）３０２５　

　１２月３日～９日は「障害者週間」です。障がいについて正し

く理解し、あらゆる人々がお互いの個性を尊重し、共に助け合い、

自分らしく暮らしていける共生社会を目指しましょう。

が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
就
労

継
続
支
援
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
一
般
就
労
に
向
け
て
の
必

要
な
知
識
の
習
得
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
支
援

な
ど
で
す
。
佐
野
市
で
は
、
現
在
約

３
０
０
人
の
方
が
こ
の
就
労
継
続
支

援
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

「
夢
は
お
金
を
貯
め
て
大
き
な
家
に

住
み
た
い
」

　

「
い
つ
か
自
分
が
好
き
な
料
理
の
仕

事
が
し
た
い
」

な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
に
夢
や
希
望
を
持
ち
、
働
い
て
い

ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

苦
手
な
こ
と
は
得
意
な
人
に
助
け
て

も
ら
う
。
失
敗
し
て
も
ま
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。
得
意
に
な
っ
た
こ
と
が

夢
や
希
望
に
つ
な
が
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
、
本
人
の

自
立
、
そ
し
て
よ
り
良
い
暮
ら
し
を

送
る
た
め
の
訓
練
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　さまざまな心身の特性や考え方を持つ全ての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーショ

ンを取り、支え合うことが「心のバリアフリー」です。そのためには、まず障がいのある人への

障壁（バリア）を無くすことが社会の責務です。社会には大きく４つの障壁（バリア）があります。

▲

物理的な障壁

　段差や狭い道路など、障がい者が利用しにくい設備や施設などです。

▲

制度面の障壁

　障がいを理由に受験や免許の付与を認められないことなどです。

▲

文化や情報面の障壁

　音声だけ、視覚だけなど、限られた情報伝達手段しか用意されていないことで、点字や手話通

訳のない講演会などです。

▲

意識上の障壁

　偏見や差別意識、無関心から障がい者を受け入れようとしないことで、身障者用駐車場に健常

者が車を停めたり、障がい者への誤った認識から生まれる心ない態度や言葉などです。

心 の バ リ ア フ リ ー

障
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ヘルプマークを配布しています

　ヘルプマークとは、 義足や人工関節

を使用している方、内部障がいや難

病の方、妊娠初期の方など、外見か

らは要支援者であることが判断しに

くい人が、周囲に要支援者であるこ

とを理解してもらい、支援を求めや

すくするためのマークです。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
障
壁
（
バ
リ
ア
）
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
減

ら
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
相
手
を

知
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
相
手
が
何
に
困
っ
て
い
る
の

か
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
誰
も
が
障
が

い
の
あ
る
人
に
、
自
然
に
配
慮
が
で

き
る
社
会
に
な
る
こ
と
が
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
で
す
。

　相談支援専門員などが、障がいのある方やそのご家族のさまざまな相談に応じます。

／

相談窓口はこちら／

■障がい福祉課 ☎（２０）３０２５

■障がい者相談支援センターみどり ☎（２４）５７５９　※主に知的・身体障がいの方

■相談支援事業所さの ☎（２１）６８１１　※主に精神障がいの方

▲ヘルプマーク




